
スポーツ選手だけでなく、主婦やオフィス

ワーカーなど一般人にも起こりうる腱鞘炎。

今回は腱鞘炎と腱炎について大西雅士先生

（鍼灸師）にお話をうかがった。大西先生

は内関はりきゅう室での治療の傍ら、スポ

ーツ鍼灸セラピー神奈川の委員長、（財）神

奈川県体育協会医学委員会トレーナー部会

員、（学）神奈川衛生学園で非常勤講師を務

めておられる。大西先生は「鍼治療をどう

行うかというだけでなく、痛みや障害の根

本を見ていくことが大事です」と話す。腱

鞘炎・腱炎への根本的な解決策とは何か、

鍼灸師の立場から語っていただく。

腱鞘炎の特徴
腱鞘炎は、腱が腱鞘を通過する場所での

炎症です。腱が腱鞘を通っている場所に、

なぜ痛みが出るのかと言うと、腱および腱

鞘が機械的刺激により炎症を生じ、腱滑膜

が浮腫、血管増正、瘢痕化、肥厚し、腱は

光沢を失い、表面はザラザラになり、とき

に肥厚した腱鞘のために腱が絞扼される。

その上下で腱は腫脹肥大し（浜家一雄：痛

みとその対策、メディカルトリビューン、

1983．）、太くなった腱が内径の細くなっ

た腱鞘を通過するときに疼痛が生じます。

腱鞘炎は競技種目により発症する部位が

異なるようで、バドミントンや、スカッシ

ュ、テニスで多い腱鞘炎ではドゥケルバン

が挙げられます。これは長母指外転筋と短

母指伸筋腱と２本の腱が腱鞘を通過してい

るので手関節の複雑な動きに伴って腱が、

いろいろな角度に動き、それによって腱鞘

が機械的な刺激を受けることが原因で炎症

を起こし、損傷します。ラケットなどは一

見軽いもののように見えますが、バックハ

ンドや、スマッシュなどを反復、または変

則的に動かす必要があるので、１回１回の

負荷は小さくても使い方が悪ければ繰り返

すことで炎症は起こってしまいます。もう

１つはボウリングや、ゴルフなど指先を使

うようなスポーツ種目に多いのがバネ指で

すが、これは指の屈筋腱とＭＰ関節にある

靱帯性腱鞘とで機械的刺激により炎症が生

じて起こるものです。その他の競技ではウ

ェイトリフティングの選手や器械体操の鉄

棒の選手では、バーを持つマメのできる部

分がＭＰ関節部分近くであるため、腱鞘炎

になるということもあります。

腱鞘炎の訴えが多い人
腱鞘炎で当院に来院される方では中年の

女性が一番多いのも事実です。この原因も

家事など日常生活でのからだの使い方など

の問題で腱や腱鞘が傷つきやすいことが挙

げられます。

今は主婦などでもパソコンや書き物など

の在宅デスクワークをしていることが多

く、それらの動作が原因として考えられま

す。たとえば家庭料理で包丁を使い硬いカ

ボチャ等を切るときに瞬間的に痛めること

も多いようです。

そこで私たちは鍼を使って治療をしてい

くのですが、症状が重くなければ１～２回

の通院で多くに症状の改善がみられます。

しかし主婦など、同じ生活をずっと繰り返

してきたということになると、治療には長

い期間を要してしまいます。逆に早く治療

の効果が認められる若いスポーツ選手など

は腰や、膝など大きな箇所を損傷するケー

スが多いという特徴があります。腱鞘など

はスポーツ選手のように毎日からだを意識

して練習をしていればなかなか損傷しにく

い部分だと思います。それが一般の人たち

はからだを意識しながら使うことに慣れて

いない。つまりデスクワークや家事などを

指先だけで作業をしがちな人たちは、腱鞘

炎になりやすいと思います。

また女性には膝や肘などの関節で反張す

ることが多くみられます。ここで問題なの

は初期動作のとき、可動域が大きいために

反張した状態から力を発揮しなければなら

ず、ストレスがかかりやすいということが

言えます。もちろんからだが硬すぎるのも、

腱へのストレスの影響はありますが、筋力

がない、からだが柔らかすぎるなども原因

の１つになってくるのです。一見からだが

柔らかすぎるということは、よいことのよ

うですが、本来よりも曲がりすぎるという

ことは、筋が伸びきった反張状態で逆に力

が入りません。そこから屈曲動作に移って

いくわけですからストレスがかかる。けれ
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